
（別紙４）

～ 2025年3月15日

（対象者数） 8 （回答者数）

～ 2025年3月15日

（対象者数） 1 （回答者数） 1

～ 2025年3月15日

（対象数） 8 （回答数） 1

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

積極的な広報活動を行う。また、関係機関とのより一層小ま

めなやりとりを心掛け、相談しやすい関係づくりを行う。

2

3

○事業所名 はぴはうすポコ

○保護者評価実施期間 2025年2月28日

○保護者評価有効回答数

2025年2月28日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年3月28日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2025年2月28日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

現状まだ訪問数が少なく、訪問先に継続した訪問の効果や支援

のメリットを実感していただけていない可能性がある。

標準化された検査を使用した評価結果を基に、児童の言語面の

特徴を踏まえた助言・支援ができる

保護者・訪問先に実施できる評価の説明と提案を行い、児童の

持つ困り感に合わせて検査の組み合わせを検討している。検査

の結果については報告書にまとめてお渡しし、検査結果に基づ

いた環境調整を提案している。

所属される集団での課題を、児発・放デイに持ち帰り、事業所

内での療育の中で課題解決に向けた活動を提供できる

訪問にあたっては、児童自身が何に困っていると感じているか

児童本人からも聞き取りを行い、支援の目的を伝えている。訪

問支援後は、児童の希望を確認したうえで支援の方向性を考え

るようにしている。また、対人関係での困り感を持つ児童につ

いては、個別に集団場面での振り返り・分析を行っている。

事業所における自己評価総括表公表


